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場の 1/5 の磁場下で、体積 5×10-4 mm3 の鉛の超伝導信号を観測することに成功した。






論文は米国物理学会の学術雑誌の Editors’Suggestion に選ばれた。 




学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
以上示した通り本論文では，30 万気圧超の高圧力域において，1.5-115 K の温度域で，
10-9 emu の精度で磁化率を測定する技術を確立した。複数の技術要素の融合によって
世界最高精度の高圧力下磁気測定システムの構築に成功した。今後，高圧力下の物性研
究の発展に大いに貢献することが期待される。 
本論文に関して，審査委員ならびに公聴会出席者から，「測定温度域拡大のための検
出コイルの仕様」，「測定精度の温度依存性」，「超伝導磁束変換方式の技術的問題点」，
「物性実験における音響用 AD 変換機の効用」，「主なノイズの周波数帯域とコイル振動
の周波数域」，「有機強磁性体における分子軌道計算と検出磁化との整合性」などに関す
る質問がなされたが，いずれも論文提出者の的確な回答によって理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
